
水田転換畑における排水対策診断フローチャートの作成 

 

１ 情報・成果の内容 

（１）背景・目的 

   近年の米価低迷により、水稲のみの経営で収益を確保する事は困難となってきており、

複数品目による水田経営の多角化が進行中である。しかしながら、水田転換畑では排水

不良などにより生産が不安定となることが問題となっている。水田転作野菜栽培におい

て経営を安定させるためには、適切な排水対策を実施することが必要となるが、排水不

良要因はほ場毎に様々であり、必要な対策も異なってくる。 

そこで、ほ場毎に必要な排水対策を判断できる、排水対策診断フローチャートを作成

した。 

（２）技術の要約 

   経験の浅い指導者や農業者が、ほ場毎に必要な排水対策を判断できる排水対策診断フ

ローチャートを作成した。 

 

２ 試験成果の概要 

（１）排水不良要因を、①ほ場外への排水性に問題がある ②ほ場内への流入がある ③地

下浸透に問題がある といった 3つに大別し、それぞれの診断ポイントについて順を追

って診断できるように作成している（図１）。 

（２）これまでに農業試験場が作成・公表している技術マニュアルについて、排水対策に関

連するものを含めて作成している。 

（３）農業者の利用も考慮し、診断自体は専門的な器具を可能な限り使わずに行えるように

作成しており、指導者から農業者まで広く利用できる。 

 

３ 普及の対象及び注意事項 

（１）普及の対象 

県内全域の水田転換畑。本フローチャートの内容については必要に応じて随時改訂し

ていくこととしている。 

（２）本フローチャートは、ほ場サイズにおける適応範囲は設けていないが、余剰水のほ場

内滞留時間が長くなるほ場（大区画ほ場や排水口までの距離が遠い部分が多いほ場）

においては、本暗渠の施工が望ましい。 

（３）一部、県および農業試験場 HP に掲載されていないマニュアル・手引きを含めている

ので、必要な場合は農業試験場に問い合わせを行うこと。 

 



 

 

 

 

 

図１ 排水対策診断フローチャート（簡易版） 



フローチャート概要 
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